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1.　緒　　　　言

ターボ圧縮機は限られた流量範囲内でのみ運転が可能で
ある．圧縮機が一定回転数で運転されているとする．圧縮
機の構成要素であるインペラまたはディフューザ内の流速
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Fluid Dynamics ) を用いたインペラ翼 1 ピッチの定常解
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∂
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ることに起因する．角運動量保存則を位置 0 - 1 間に適用
する（検査体積は配管壁に沿ってとり，ボス部の影響は
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大していることが分かる．第 8 図 - ( d ) 
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1.50
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に伴う入口再循環流の発達は，圧縮機特性に正の勾
配を与え，その運転を不安定化する可能性があるこ
とを示した．

( 2 ) インレット・フィンの設置は，入口再循環流が圧


